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「
み
ほ
と
け
の
も
と
、
み
ん
な
で
手
を
つ
な

O
う
」
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
い
よ
い

よ
十
月
二
日
、
三
日
、
青
森
市
民
会
館
を
主
会

場
に
開
催
さ
れ
る
。
今
春
よ
り
主
催
青
森
県
仏

で
は
東
会
長
を
先
頭
に
事
務
局
県
下
役
員
一
丸

と
な
っ
て
着
々
進
め
ら
れ
て
き
た
準
備
も
す
っ

か
り
整
い
、
あ
と
は
前
夜
の
会
場
飾
り
付
け
を

終
え
れ
ば
開
幕
を
待
つ
だ
け
で
あ
る
。

　
前
評
判
は
上
々
で
予
想
参
加
者
人
数
を
か
な

り
上
回
る
と
思
わ
れ
、
県
外
参
加
者
も
孝
道
教

団
の
六
十
数
名
を
は
じ
め
、
梵
人
会
五
十
数
名

豊
山
派
三
十
数
名
、
千
葉
県
仏
三
十
数
名
、
新

潟
、
静
岡
、
京
都
各
府
県
仏
の
二
十
数
名
な
ど

四
百
二
十
名
を
数
え
て
い
る
。
特
に
今
大
会
に

は
、
本
土
復
帰
を
し
た
沖
縄
県
か
ら
沖
縄
仏
教

会
の
代
表
も
参
加
さ
れ
、
と
も
ど
も
復
帰
を
慶

び
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
大
会
は
十
月
一
日
の
前
夜
祭
に
始
ま
り
、
午

後
六
時
半
よ
り
青
森
市
民
会
館
に
お
い
て
、
青

年
層
を
中
心
に
講
演
会
が
も
た
れ
、
高
田
好
胤

薬
師
寺
管
長
が
講
演
す
る
。

　
大
会
壷
口
日
（
十
月
二
日
）
は
前
夜
に
つ
づ

き
市
民
会
館
に
お
い
て
、
九
時
半
よ
り
式
典
。

法
要
の
あ
と
、
佐
藤
泰
舜
大
会
総
裁
、
鈴
木
悟

べ
豪
∫
ゾ

仏
教
驚
．
会
議

　
　
　
　
　
　
、
　
・
マ

　　

@　
@　
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い
♂
な
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、
輪
還
讃
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∴
盤
ゼ
敢
樽
蝿
緊
＆

全
仏
理
事
長
、
楠
美
知
行
大
会
実
行
委
員
長
の

挨
拶
。
イ
ン
ト
、
ネ
パ
ー
ル
両
国
大
使
に
医
療

基
金
の
贈
呈
、
イ
ン
ド
日
本
寺
建
立
寄
付
金
の

贈
呈
を
し
、
功
労
老
の
表
彰
に
つ
づ
い
て
、
十

一
時
か
ら
高
田
好
胤
睨
下
の
記
念
講
演
「
な
さ

け
」
が
あ
る
。

　
そ
の
あ
と
、
十
一
時
半
か
ら
総
会
を
開
き
、

中
食
を
は
さ
ん
で
午
後
一
時
よ
り
三
部
会
に
分

れ
て
提
出
十
三
議
案
に
つ
い
て
討
議
す
る
。

　
中
食
休
憩
時
に
は
、
高
橋
竹
山
師
の
津
軽
三

味
線
ほ
か
郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
る
。

　
大
会
第
二
日
（
十
月
三
日
）
は
会
場
を
市
内

蓮
華
寺
（
日
蓮
宗
）
に
移
し
、
午
前
九
時
か
ら

総
会
を
開
き
、
各
部
会
の
報
告
、
議
案
の
質
疑

採
決
を
し
、
宣
言
決
議
文
を
発
表
採
択
し
て
、

十
一
時
の
閉
会
式
を
も
っ
て
大
会
を
終
了
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
観
光
希
望
者
は
一
時
か
ら
五
組
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
に
向
け
出
発
す
る
。

　
な
お
、
大
会
の
趣
旨
、
部
会
、
提
出
議
案
は

そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
趣
旨
一

　
わ
れ
ら
仏
教
徒
は
、
み
ほ
と
け
の
教
え
の
も

と
、
中
道
の
慈
悲
の
実
践
に
よ
り
、
内
に
は
人

間
性
を
尊
重
し
た
人
心
調
和
の
和
合
社
会
建
設

と
外
に
は
仏
教
を
通
じ
た
相
互
理
解
に
基
づ
く

国
際
間
の
親
善
と
交
流
に
努
力
を
続
け
て
お
り

ま
す
。

　
今
年
は
国
民
待
望
の
沖
縄
本
土
復
帰
実
現
に

よ
り
、
同
胞
仲
縄
県
民
に
対
し
て
心
か
ら
な
る

敬
意
と
慶
祝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
日
本

仏
教
徒
と
し
て
新
た
に
使
命
の
重
大
性
を
痛
感

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
今
、
高
度
経
済
成
長
と
物
質
文
明
偏
向
に

よ
り
、
美
し
い
環
境
保
全
と
健
全
な
人
間
福
祉

の
問
題
が
真
剣
に
問
い
直
さ
れ
て
お
り
ま
す
折

か
ら
、
わ
れ
ら
仏
教
徒
は
正
し
い
信
仰
に
よ
る

心
の
安
ら
ぎ
を
得
て
豊
か
な
朋
る
い
社
会
づ
く

り
に
貢
献
し
た
い
と
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。　
こ
こ
に
第
二
〇
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
青
森

大
会
を
み
ち
の
く
で
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
み
ほ
と
け
の
も
と
　
み
ん
な

で
手
を
つ
な
O
う
」
の
旗
じ
る
し
の
も
と
、
あ

な
た
の
積
極
的
な
O
参
加
と
発
言
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

一
部
会
舘

　
第
一
部
会
（
実
践
部
会
）

青
森
市
民
会
館

　
全
一
仏
教
運
動
の
高
揚
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
青
森
県
教
育
会
館

　
第
二
部
会
（
檀
信
徒
部
会
）

　
　
寺
院
と
檀
信
徒
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
青
森
市
民
会
館

　
　
　
基
調
講
演

　
　
　
　
日
蓮
宗
管
長
金
子
日
威
貌
下

　
第
三
部
会
（
婦
人
部
会
）

　
　
幸
福
な
家
庭
づ
く
り
は
仏
教
精
神
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
青
森
市
蓮
華
寺

一
提
出
議
案
一

第
一
部
会

①
仏
教
徒
は
聖
徳
太
子
の
お
言
葉
「
合
掌
ナ
ム

　
仏
」
を
全
一
行
動
と
し
て
採
用
し
よ
う

　
　
提
案
団
体
－
青
森
県
仏
教
会
　
提
案
説
明

　
　
者
一
八
幡
憲
重
氏

2

μずσ



昭和47年10月1日
全　　　仏
第3種郵便物認可

②
未
加
盟
の
各
宗
派
及
び
県
仏
教
会
に
対
し
て

　
全
仏
に
参
加
す
る
運
動
の
展
開

　
　
提
案
団
体
一
神
奈
川
製
缶
教
会
　
提
案
説

　
　
明
者
一
柳
下
隆
侃
氏

③
各
国
に
お
け
る
戦
災
お
よ
び
天
災
に
よ
る
難

　
民
等
に
対
す
る
救
援
活
動
を
展
開
し
よ
う

　
　
提
案
団
体
－
全
日
本
仏
教
会
　
提
案
説
明

　
　
者
－
柳
了
堅
氏

④
南
太
平
洋
地
域
の
遺
骨
の
収
集
を
促
進
し
よ

　
，
つ
　
　
提
案
団
体
－
東
京
ブ
デ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ

　
　
提
案
説
明
者
一
内
田
大
寛
氏

⑤
仏
教
徒
と
し
て
老
令
老
福
祉
を
計
ろ
う

　
　
提
案
団
体
一
仏
教
徒
政
治
同
盟
　
提
案
説

　
　
明
老
一
井
上
真
六
氏

⑥
韓
国
に
お
け
る
仏
教
図
書
館
設
立
に
対
し
て

蓮

・
華

寺

　
吉
書
運
動
に
協
力
し
よ
う

　
　
提
案
団
体
－
全
日
本
仏
教
会
　
提
案
説
明

　
　
者
－
柳
了
堅
粥

⑦
イ
ン
ド
日
本
寺
の
完
成
に
協
力
し
よ
う

　
　
提
案
団
体
－
国
際
仏
教
興
隆
協
会
　
提
案

　
　
説
明
者
一
巌
谷
勝
雄
氏

第
二
部
会

①
寺
院
を
釈
尊
の
御
精
神
を
体
得
し
、
人
生
を

　
学
ぶ
伝
道
中
心
の
道
場
と
し
よ
う

　
　
提
案
団
体
一
青
森
県
仏
教
会
　
提
案
説
明

　
　
者
一
名
畑
礼
造
氏

②
仏
教
徒
は
地
域
仏
教
会
と
協
力
し
て
仏
教
を

　
興
隆
す
る
た
め
全
国
組
織
を
つ
く
ろ
う

　
　
提
案
団
体
－
新
潟
県
仏
教
会
　
提
案
説
明

　
　
者
－
池
田
忠
蔵
氏

③
第
一
回
全
国
檀
信
徒
研
修
大
会
を
開
催
し
よ

　
，
つ
　
　
提
案
団
体
一
岐
阜
県
仏
教
会
　
提
案
説
朋

　
　
者
一
大
石
好
文
氏

第
三
部
会

①
仏
縁
を
感
謝
し
て
幸
福
な
家
庭
を
築
こ
う

　
　
提
案
団
体
i
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
　
提

　
　
案
説
明
者
－
三
輪
美
津
子
氏

②
仏
教
精
神
の
体
得
は
菩
薩
行
の
実
践
か
ら

　
　
提
案
団
体
一
孝
道
教
団
　
提
案
説
明
者
－

　
　
宮
崎
そ
の
氏

③
女
性
に
仏
教
精
神
を
体
験
さ
せ
よ
う

　
　
提
案
団
体
－
青
森
県
仏
教
会
　
提
案
説
朋

　
　
者
一
佐
藤
妙
昭
氏
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器
　
　
拳

　
　
”
銘

謬團
陽
・
観
獺

（
真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長
）

　
前
理
事
長
故
星
谷
慶
縁
師
逝
去
に
よ
る
後

任
理
事
長
は
、
去
る
九
月
十
八
日
の
常
務
理

事
会
に
お
い
て
現
理
事
鈴
木
悟
師
（
八
○
）

を
選
出
決
定
し
た
。

　
残
任
期
間
は
明
年
十
一
月
ま
で
あ
る
。

　
鈴
木
理
事
長
は
、
名
古
屋
市
港
区
の
真
宗

大
谷
派
正
端
寺
住
職
で
、
昭
和
二
十
三
年
に

大
谷
派
財
務
局
長
に
就
任
以
来
、
京
都
、
七

尾
各
大
谷
派
教
務
所
長
、
審
問
院
長
な
ど
を

歴
任
し
、
昨
年
六
月
か
ら
本
年
二
月
ま
で
大

谷
派
財
務
長
を
つ
と
め
、
さ
る
九
月
七
日
開

か
れ
た
大
谷
派
臨
時
宗
本
会
議
で
新
宗
務
総

長
に
選
出
さ
れ
た
。

　
な
お
、
二
仏
事
務
総
局
内
の
移
動
は
な
い
。
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画
工
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＝
＝
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一
一
一
≡
一
＝
≡
一
＝
≡
一
一
一
一
一
一
一
一
■
＝
＝
一
一
隅
一
≡
＝
一
一
日
目
≡
一
一
一
＝
一
一
層
一
一
＝
≡
一
一
一
一
一
一
一
輔
一
≡
＝
＝
＝
一
≡
一
”
一
一
＝
一
一
一
一
一
一
3
一
一
＝
一
≡
一
≡
一
言
一
一
一
一
≡
≡
一
≡
、

螺
難
劇
毒
開
魎
奮

　
去
る
九
月
十
八
日
差
東
京
本
願
寺
記
念
館
に

お
い
て
常
務
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
よ
う

な
議
案
が
提
出
、
審
議
さ
れ
た
。

議
案
第
一
号
第
二
〇
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

青
森
大
会
に
て

　
原
案
通
り
承
認
（
詳
細
は
別
記
事
）

議
案
第
二
号
　
沖
縄
県
仏
の
全
書
加
盟
申
請
に

つ
い
て

　
加
盟
承
認
（
詳
細
は
別
記
事
）

議
案
第
三
号
　
全
仏
機
構
改
正
第
二
次
案
に
つ

い
て
　
「
懸
仏
」
九
月
号
に
既
報
の
通
り
、
第
二
次

　
案
が
提
示
さ
れ
、
常
務
理
事
会
で
受
理
さ
れ

　
た
。
な
お
、
こ
の
改
正
案
の
実
施
は
重
要
な

　
問
題
で
あ
り
、
理
事
会
等
で
審
議
を
重
ね
、

　
具
体
案
を
練
る
こ
と
と
な
っ
た
。

議
案
第
四
号
　
理
事
長
の
選
出
に
つ
い
て

　
真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長
鈴
木
鷹
師
を
選
出
。

議
案
第
五
号
　
全
強
税
制
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て

　
委
員
会
設
置
を
承
認
。
今
後
、
税
問
題
に
積

　
極
的
に
販
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

議
案
第
六
号
　
韓
国
に
お
け
る
仏
教
図
書
館
設

立
に
対
し
購
書
力
協
力
依
頼
に
つ
い
て

　
承
認
。

一3一・
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塞
　
　
一
灘
騰
灘
難
…
灘
蕪

響
縄
仏
教
会
が
懸
仏
加
盟
餐踏
・　●　・　9

、
鶉
＝

　
本
年
五
月
に
本
土
復
帰
し
た
沖
全
県
の
仏
教

会
は
、
本
会
の
加
盟
呼
び
か
け
に
基
づ
い
て
、

去
る
九
月
七
日
付
文
書
を
も
っ
て
、
加
盟
申
請

が
な
さ
れ
、
十
八
日
開
催
の
全
仏
常
務
理
事
会

に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
。
沖
縄
仏
教
会
の
所
属

寺
院
数
は
現
在
二
十
一
ケ
寺
で
あ
る
。

　
こ
れ
で
全
仏
加
盟
団
体
は
宗
派
五
十
八
、
県

仏
三
十
八
、

と
な
っ
た
。

団
体
名

事
務
局
会
長

各
種
団
体
十
八
の
計
一
一
四
団
体

沖
縄
仏
教
会

沖
縄
県
那
覇
市
安
里
三
八
神
徳
寺
内

田
原
惟
信

　
那
覇
市
辻
一
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八
日

ぷ“二

{
八
日

二
日
目
故
星
谷
理
事
長
宗
派
葬

四
日
　
大
会
議
案
審
査
委
員
会

　
　
　
宣
言
決
議
文
起
草
委
員
会

五
日
　
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
集
会
議

七
日
　
大
蔵
省
訪
門
（
税
制
特
別
委
）

八
日
宗
連
理
事
会

八
日
～
九
日
青
森
大
会
出
張
打
合

十
一
日
　
四
仏
九
月
号
発
送

十
一
～
十
二
日
越
職
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
局
内
会
議

　
　
　
常
務
理
事
会
　
大
会
幹
事
会

　
　
　
局
内
会
議

　
　
　　

@　
@　　

　
　
　
　
　
　
鳥
．

　ゆ

難
　

那
覇
市
大
典
寺
本
堂

　　ゆ

蔓
」
ー
ム
ー
。
髭
…
轟
￥
轟
碁
1
“
“
蓋
窪

中
縄
の
宗
教
事
情

　
沖
縄
に
仏
教
が
伝
来
し
た
の
は
今
か
ら
七
〇

〇
年
程
も
前
の
こ
と
で
、
禅
鑑
と
い
う
宗
派
や

国
籍
も
不
朋
な
僧
が
那
覇
に
漂
着
し
、
時
の
琉

球
国
王
英
祖
の
崇
信
を
得
て
浦
添
の
地
に
極
楽

寺
を
建
立
し
た
の
に
始
ま
る
。

　
そ
の
後
一
〇
〇
年
越
し
て
日
本
よ
り
頼
重
法

印
な
る
僧
が
来
島
し
那
覇
に
波
上
山
護
国
寺
を

建
て
て
真
言
宗
を
伝
え
、
更
に
一
〇
〇
年
光
京

都
よ
り
芥
隠
禅
師
が
来
た
り
て
尚
泰
三
王
の
帰

依
を
受
け
て
、
首
里
に
広
厳
、
普
門
、
天
寺
の

三
ケ
寺
を
建
立
し
て
臨
済
宗
を
伝
え
た
。
こ
の

藤

井

深

重

一一…

頃
よ
り
沖
縄
の
仏
教
は
尚
泰
久
、
尚
徳
、
尚
円

坐
真
、
身
元
、
尚
永
と
歴
代
国
王
の
帰
依
と
被

護
を
得
て
次
ぎ
次
ぎ
と
多
く
の
寺
院
が
建
立
さ

れ
、
す
こ
ぶ
る
隆
盛
を
極
め
て
い
た
が
、
更
に

慶
長
八
年
に
は
浄
土
宗
の
袋
中
上
人
が
支
那
へ

留
学
の
途
次
難
船
し
て
那
覇
に
寄
住
し
尚
寧
王

の
帰
依
を
得
て
浄
土
念
仏
を
伝
え
た
る
も
、
慶

長
十
四
年
島
津
藩
が
琉
球
侵
攻
す
る
や
、
そ
の

政
策
に
よ
り
仏
教
寺
院
の
建
立
や
修
復
は
禁
止

さ
れ
、
僧
侶
の
修
学
や
布
教
も
圧
制
を
受
け
て

次
第
に
沖
縄
の
仏
教
は
衰
退
の
憂
目
を
見
る
と

共
に
、
支
那
よ
り
伝
わ
っ
て
き
た
儒
教
や
道
教

の
影
響
を
多
分
に
受
け
、
更
に
古
来
よ
り
の
土

俗
慣
習
と
も
混
渚
し
て
一
種
独
特
の
沖
縄
仏
教

の
形
体
を
造
っ
て
き
た
。
併
し
明
治
九
年
に
な

る
や
真
宗
大
谷
派
の
田
原
法
水
師
が
来
沖
し
、

念
仏
禁
止
の
法
難
の
中
で
浄
土
真
宗
の
布
教
を

密
か
に
始
め
、
や
が
て
真
教
寺
を
建
立
し
、
朋

治
十
二
年
に
は
本
願
寺
派
の
大
河
内
正
念
師
が

来
島
し
て
布
教
を
開
始
、
そ
の
後
酒
代
を
経
て

菅
幕
明
師
が
大
典
寺
を
建
立
、
こ
れ
ま
で
殆
ん

ど
布
教
活
動
の
な
い
沖
縄
仏
教
界
に
東
西
本
願

寺
の
み
が
活
発
な
布
教
伝
道
と
共
に
子
女
の
教

育
や
社
会
事
業
を
行
な
っ
て
い
た
処
に
昭
和
十

三
年
浄
土
宗
が
来
り
て
布
教
を
始
め
、
沖
縄
仏

教
界
も
漸
く
活
気
を
呈
す
か
に
見
え
た
が
、
去

る
沖
縄
の
大
戦
で
す
べ
て
が
灰
爆
に
帰
し
て
仕

舞
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
戦
後
数
年
、
い
つ
れ
の
寺
院
（
妙
心

寺
派
十
一
、
東
寺
派
八
、
本
願
寺
派
三
、
大
谷

派
一
、
鎮
西
派
一
、
身
延
派
一
）
の
僧
侶
達
は

本
来
の
活
動
が
出
来
ず
、
他
の
公
職
や
仕
事
に

従
事
し
居
た
る
も
、
昭
和
二
十
六
年
O
ろ
よ
り

次
第
に
米
軍
払
下
げ
の
衣
服
で
法
衣
を
作
り
、

草
木
の
実
を
つ
な
い
で
念
珠
と
し
、
テ
ン
ト
や

茅
葺
き
小
屋
に
手
書
き
の
御
本
尊
を
安
置
し
て

薬
葵
を
利
用
し
た
仏
具
を
置
い
て
何
と
か
寺
院

と
し
て
の
活
動
を
始
め
た
。
そ
の
後
日
本
と
の

交
流
、
渡
航
が
可
能
と
な
る
や
漸
次
に
仏
具
経

典
、
法
衣
等
を
手
に
入
れ
て
法
務
や
布
教
活
動

に
従
事
し
つ
つ
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
や
そ
の
慰

霊
供
養
に
奉
仕
し
乍
ら
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗

り
こ
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
の
復
興
再
建
に

努
力
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
本
格
的
に
復
興

一4

2　　渦　　冑瀕声　　　　　　，噛　　　　マ

　濯　　　　　野一

　　　一　　v
轟　一　声る　　一　　　P



F
・

昭和47年10月1’日
書3翻便物論

再
建
さ
れ
た
寺
院
は
未
だ
十
指
に
も
足
ら
ぬ
状

態
で
あ
る
ゆ

　
抑
々
沖
縄
の
既
存
教
団
や
寺
院
に
は
戦
前
よ

り
本
土
の
よ
う
な
檀
信
徒
制
度
が
な
く
、
ま
た

あ
っ
て
も
唯
形
式
的
な
も
の
で
沖
縄
の
人
々
に

は
宗
派
観
念
も
な
け
れ
ば
勿
論
お
寺
を
維
持
す

る
義
務
的
な
観
念
は
全
然
な
い
の
で
寺
院
の
建

立
、
．
再
建
は
誠
に
困
難
で
本
土
の
寺
院
の
よ
う

に
檀
信
徒
の
浄
財
に
頼
る
事
は
殆
ん
ど
不
可
能

で
、
住
職
の
対
人
関
係
に
よ
る
募
財
も
今
の
世

相
で
は
困
難
で
、
所
属
宗
派
の
援
助
も
仲
々
で

あ
れ
ば
西
寺
院
の
不
動
産
で
も
分
割
処
分
す
る

よ
り
方
法
が
な
く
、
誠
に
至
難
な
事
で
あ
る
。

　
沖
縄
の
人
々
の
殆
ん
が
祖
先
崇
拝
を
宗
教
と

考
え
、
そ
れ
が
信
仰
と
思
っ
て
い
る
。
即
ち
各

自
の
家
で
祖
先
や
先
亡
者
の
位
牌
を
杷
り
、
古

来
よ
り
の
慣
習
に
倣
っ
て
年
忌
や
祭
事
を
行
な

っ
て
い
る
だ
け
で
本
尊
も
な
く
、
特
定
の
宗
派

や
教
派
の
教
理
に
基
く
信
仰
と
い
う
も
の
は
全

然
持
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
そ
の
所
属
寺
院
と

か
所
属
宗
派
と
い
う
決
ま
っ
た
も
の
が
な
く
、

葬
式
や
法
事
も
そ
の
時
の
都
合
次
第
で
何
宗
で

あ
ろ
う
が
何
処
の
お
寺
で
あ
ろ
う
が
構
わ
ず
、

唯
だ
坊
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
お
経
さ
え
読
ん
で
も

ら
え
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
。
葬
式

は
ご
ち
ら
の
お
寺
で
し
た
が
中
陰
や
年
忌
法
要

は
あ
ち
ら
の
お
寺
で
も
又
別
の
お
寺
で
も
構
わ

な
い
。
従
り
て
法
要
に
行
っ
て
位
牌
を
見
る
と

各
宗
派
の
法
名
や
戒
名
が
入
り
混
っ
て
い
る
の

は
普
通
で
あ
る
。
又
創
価
学
会
や
立
正
書
成
会

世
界
救
世
教
或
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
で
も
、

年
忌
法
要
や
葬
式
の
時
他
宗
の
僧
侶
を
招
い
て

供
養
を
依
頼
し
て
い
る
の
も
あ
る
。

　
併
し
葬
式
や
年
忌
法
要
は
必
ず
僧
侶
に
依
る

と
は
限
ら
ず
、
全
然
宗
派
や
教
派
に
関
係
な
く

土
俗
の
信
仰
や
慣
習
に
倣
っ
て
低
級
な
ユ
タ

（
拝
み
婆
さ
ん
）
に
依
る
年
忌
や
祭
事
を
行
な

っ
て
い
る
の
が
そ
の
殆
ん
ど
を
占
め
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

　
先
ず
沖
縄
の
人
に
あ
な
た
は
仏
教
か
キ
リ
ス

ト
教
か
と
尋
ね
る
と
、
そ
の
九
割
が
仏
教
だ
と

曇
う
。
併
し
そ
れ
は
信
仰
に
依
る
も
の
で
は
な

く
単
に
祭
事
形
式
が
仏
教
の
そ
れ
に
準
じ
て
い

る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
祭
事
形
式
も
純
然
た
る

仏
式
で
は
な
く
儒
教
や
道
教
の
形
式
が
大
い
に

影
響
し
て
い
る
点
が
誠
に
多
い
の
で
あ
る
。

　
沖
縄
に
は
古
来
よ
り
低
級
な
土
俗
信
仰
や
迷

信
が
広
く
一
般
人
の
日
常
生
活
の
中
に
根
深
く

侵
透
し
て
居
り
、
そ
れ
に
加
え
て
ユ
タ
や
三
世

相
（
易
者
）
が
践
唇
し
死
者
の
入
棺
、
出
棺
“

葬
儀
、
墓
の
開
閉
な
ど
の
時
刻
や
そ
れ
に
立
会

う
人
々
の
是
非
、
法
事
や
祭
事
或
は
慶
事
の
日

取
り
か
ら
祖
先
と
関
係
し
て
子
孫
の
吉
凶
禍
福

の
予
言
か
ら
占
い
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
祈

祷
や
ら
ま
で
行
な
い
、
そ
の
人
心
に
及
ぼ
す
影

響
の
非
は
大
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
戦
後
沖
縄
に
も
数
多
く
の
宗
派
や
教
派
が
渡

来
し
、
中
で
も
キ
リ
ス
ト
教
関
係
は
戦
前
わ
ず

か
に
数
ケ
所
の
教
会
し
か
な
か
っ
た
の
に
現
在

で
は
一
〇
〇
余
の
教
会
が
全
島
に
点
在
し
て
盛

ん
に
神
の
教
え
を
宣
布
し
て
お
り
、
又
、
天
理

教
、
生
長
の
家
、
創
価
学
会
、
立
聖
画
成
会
、

世
界
救
世
教
と
御
利
益
主
義
の
新
興
教
団
は
互

い
に
縞
を
削
り
、
そ
し
て
最
近
は
出
雲
大
社
や

成
田
山
の
分
院
も
進
出
し
て
、
沖
縄
の
既
存
宗

派
は
そ
の
影
が
薄
く
な
っ
た
よ
う
な
感
で
あ

る
。
沖
縄
の
よ
う
な
低
級
な
土
俗
信
仰
と
迷
信

の
多
い
処
は
御
利
益
主
義
の
新
興
教
団
に
と
っ

て
は
、
そ
の
伝
道
は
容
易
で
あ
ろ
う
が
、
正
し

い
信
仰
と
真
実
の
教
を
説
く
既
存
教
団
に
と
っ

て
は
そ
の
布
教
も
誠
に
困
難
で
あ
る
。

　
併
し
幸
い
沖
縄
の
本
土
復
帰
に
依
っ
て
本
願

生命科学と仏教

寺
派
を
初
め
と
し
て
大
谷
派
や
浄
土
宗
が
沖
縄

の
人
々
に
真
実
の
教
え
を
伝
え
ん
と
強
力
な
る

施
策
を
以
っ
て
沖
縄
立
教
に
乗
り
出
さ
れ
た
事

は
誠
に
喜
ば
し
い
事
で
あ
り
、
そ
の
成
果
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
沖
縄
県
那
覇
市
、
蓋

願
寺
派
大
典
寺
住
職
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
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（
1
）

「
生
命
科
学
と

仏
教
」
の
第
一

回
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
生
命

現
象
の
仕
組
を

分
子
生
物
学
者

か
ら
学
習
し
、
仏
教
学
者
か
ら
仏
教
の
生
命
観

を
説
明
し
て
、
一
同
で
討
論
を
重
ね
た
。
ラ
ぞ

フ
・
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
学
間
は
、
極
最
近
華

々
し
く
登
場
し
た
も
の
だ
け
に
、
次
々
と
新
し

い
実
験
や
研
究
の
発
表
が
行
な
わ
れ
て
い
て
、

昨
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
以
後
一
年
間
に
生
物
学

・
者
ば
か
り
で
な
く
、
所
謂
シ
ス
テ
ム
糾
学
の
体

制
に
よ
っ
て
著
し
い
発
展
を
見
せ
た
。
．
生
命
の

起
源
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
随
所
に
見
ら
れ
た

空
間
も
可
成
埋
め
ら
れ
て
来
た
し
、
今
や
或
種

の
生
命
が
人
工
合
成
さ
れ
る
力
向
へ
と
進
ん
で

来
た
。
活
性
D
N
A
の
合
成
、
人
工
ザ
ポ
ソ
」

ム
の
成
功
、
リ
ポ
ヌ
ク
レ
ア
ー
ゼ
（
リ
ボ
核
酸

分
解
酵
素
）
の
合
成
、
蛋
白
質
の
合
成
、
遺
伝

子
の
化
学
的
合
成
、
さ
ら
に
は
試
験
管
ベ
ビ
ー

鞭
競
蓬
黙
欝
欝
護

れ
ら
の
実
験
は
バ
ク
テ
リ
ヤ
や
下
等
な
生
命
を

実
験
対
象
と
し
て
得
た
も
の
で
あ
っ
て
、
果
し

て
人
間
に
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
、
特
に
他
の

生
物
と
著
じ
る
し
く
区
別
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る

人
間
の
精
神
活
動
を
、
単
に
物
質
的
所
産
に
ほ

か
な
ら
な
い
と
割
切
れ
る
か
ど
う
か
、
ま
だ
ま

だ
多
く
の
人
々
の
疑
問
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
人
間
も
生
物
の
一
種
で
あ

り
、
そ
の
精
神
活
動
も
、
一
般
動
物
の
持
つ
神

経
系
の
働
き
と
本
質
的
に
は
異
な
る
も
の
で
は

な
い
と
し
て
も
、
人
間
の
精
神
活
動
が
他
の
動

軸5

　轟」一再一
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物
よ
り
格
段
の
複
雑
さ
と
精
緻
さ
を
持
ち
、
実

質
的
に
異
な
る
も
の
だ
と
す
る
向
も
あ
る
。
従

っ
て
こ
の
こ
と
を
一
時
預
り
と
し
て
い
る
生
命

科
学
の
現
段
階
で
、
積
極
的
に
こ
の
一
時
預
り

の
内
容
を
究
明
す
る
こ
と
は
「
生
命
科
学
」
に

と
っ
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
し
、
仏
教
に
と

っ
て
も
科
学
的
な
諸
理
論
を
学
習
理
解
し
つ

つ
、
例
へ
ば
物
心
一
如
論
な
ど
を
現
代
的
に
大

系
づ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
今
年
は
、

こ
の
「
心
」
の
問
題
を
採
り
上
げ
た
所
以
で
も

あ
る
。

（
2
）

　
「
精
神
の
座
」
に
つ
い
て
は
、
一
種
の
思
想

史
と
い
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。
今
、
時
実
利
彦

教
授
の
「
脳
の
話
」
の
中
か
ら
要
点
だ
け
を
紹

介
し
て
見
る
。
教
授
に
よ
れ
ば
、
旧
石
器
時
代

の
後
期
（
一
万
五
千
年
前
）
の
原
始
人
は
、
肉

体
の
他
に
、
霊
魂
が
存
在
し
、
生
き
て
い
る
間

は
こ
れ
が
肉
体
に
宿
っ
て
い
て
、
死
ぬ
と
肉
体

か
ら
抜
け
出
し
て
鳥
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
、

ラ
ス
コ
ー
洞
窟
の
壁
画
に
よ
っ
て
想
像
さ
れ
る

し
、
エ
ジ
プ
ト
王
朝
の
頃
に
な
る
と
、
霊
魂
は

心
臓
に
、
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
王
朝
時
代
に
は
肝
臓

に
、
更
に
ギ
リ
シ
ャ
文
朋
に
移
る
と
精
神
の
座

は
脳
に
あ
る
と
す
る
説
が
生
れ
た
。
そ
の
代
表

者
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
で
あ
る
。
さ
ら
に
お
く
れ

て
プ
ラ
ト
ン
は
、
脳
と
脊
髄
説
を
唱
え
、
そ
の

弟
子
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
師
に
背
い
て
心
臓
説

を
主
張
し
た
。
更
に
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
や
時
代

に
は
、
脳
の
中
に
は
脳
室
が
あ
り
、
こ
れ
が
心

の
住
み
か
で
あ
る
と
し
、
ロ
ー
マ
文
明
時
代
に

は
ガ
レ
ノ
ス
の
想
像
、
理
性
、
記
憶
は
脳
、
実

質
に
、
感
覚
、
運
動
は
脳
室
に
貯
え
ら
れ
た

「
精
神
の
気
」
と
い
う
霊
気
に
よ
る
も
の
だ
と

し
た
。
そ
の
後
千
数
百
年
間
は
殆
ど
思
想
的
発

展
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
や

マ
ホ
メ
ッ
ト
教
の
圧
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

霊
気
と
い
う
得
体
の
知
れ
な
い
も
の
が
脳
室
に

局
在
す
る
と
い
う
程
度
の
思
想
に
抑
止
さ
れ
て

い
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
を
迎
え
る
医
学
界
に
お
い

て
す
ら
、
例
え
ば
ベ
ザ
リ
ウ
ス
を
中
心
と
す
る

素
月
し
い
解
剖
学
の
発
達
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
精
神
の
座
」
に
関
す
る
限
り
、
依
然
と
し
て

脳
室
局
在
論
の
域
を
出
な
か
っ
た
。
即
物
的
機

械
論
者
の
デ
カ
ル
ト
す
ら
も
、
霊
気
の
存
在
を

認
め
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
十
八
世
紀
に

な
る
と
脳
実
質
そ
の
も
の
を
精
神
の
座
と
す
る

提
起
が
行
な
わ
れ
、
ガ
ル
の
骨
相
学
は
大
脳
皮

質
局
在
論
を
生
ん
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
精
神
を

1多i置Fラ」《ルが贈るインド・ボロブドールの旅
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脚
　
　
で
　
マ

昭和47年10月1日

物
質
の
所
産
と
す
る
説
は
、
宗
教
々
義
に
反
す

る
と
し
て
弾
圧
を
受
け
た
し
、
一
力
学
問
的
に

も
大
脳
皮
質
局
在
論
に
対
し
、
全
体
論
が
対
立

し
、
漸
く
大
脳
皮
質
と
、
脳
の
内
部
構
造
お
よ

び
そ
の
働
き
に
対
す
る
研
究
が
一
段
と
高
ま
っ

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
若
林
教
授
は
、
ロ

シ
ア
の
生
理
学
者
の
父
と
い
わ
れ
る
「
セ
チ
ノ

ブ
」
の
行
な
っ
た
実
験
、
即
ち
カ
エ
ル
の
頭
を

切
り
と
り
、
下
肢
を
酸
の
溶
液
に
つ
け
る
と
、

そ
の
剰
激
で
下
肢
が
反
射
的
に
屈
曲
す
る
。
更

に
脳
幹
を
刺
激
し
な
が
ら
こ
の
反
射
運
動
を
起

こ
し
て
見
る
と
、
運
動
が
起
る
時
間
が
お
く
れ

’
ヨ
＝
一
｝
・
二
≡
一
事
．
『
口
≡
一
＝
．
｛
＝
＝
＝
．
一
●
島
＝
≡
鴨
ρ
「
嚥
≡
＝
－
舳
ρ
＝
＝
一
＝
一
重
4
r
晒
≡
留
．
4
r
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…
必
携
「
四
仏
手
帳
」
を
左
記
要
領
に
て
、

加
十
一
月
中
旬
に
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

塾
し
た
。
お
申
込
み
は
、

㎜
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五

墜
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昭
和
四
十
八
年
版
　
　
　
　
　
　
～

仏
教
徒
手
帳
　
　
…

　
　
　
申
込
み
受
付
中
　
㎜

全
仏
総
務
局
で
は
、
来
年
度
の
仏
教
徒
…

　
　
　
　
　
　
　
全
総
務
局
（
東
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
一
…

一
）
ま
で
・
　
　
　
　
　
　
…

内三体
容紙裁

定
価

縦
十
二
・
二
種
×
横
八
・
二
躍
動

特
製
合
成
皮
革
　
　
…

三
帰
依
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門
…

聖
日
、
宗
派
・
都
道
府
県
仏
・
…

団
体
役
員
住
所
録
、
忌
日
早
見
…

表
、
各
県
宗
教
法
人
事
務
主
管
㎜

部
睦
言
そ
の
他
　
　
…

二
五
〇
円
送
料
別
実
費
　
…

ぶ
「
♂
』
雷
帽
昌
2
乙
＝
＝
＝
；
‘
一
＝
≡
．
ρ
ニ
ニ
≡
一
；
＝
偏
≡
＝
＝
＝
＝
一
≡
脚
畠
F
含
一
＝
一
｝
．
「
2
・
6

て
来
る
。
即
ち
脳
幹
に
は
脊
髄
の
反
射
運
動
を

抑
制
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
こ
と
の
説
明
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
今
日
、
脳
を
硬
製
し
、

理
解
す
る
上
に
非
常
な
大
切
な
基
本
的
な
事
項

と
さ
れ
て
い
る
。
更
に
脳
定
位
固
定
費
、
脳
波

の
発
見
で
「
意
識
の
座
」
を
脳
幹
の
網
様
体
に

求
め
る
こ
と
に
成
功
し
、
大
脳
皮
質
の
深
層
に

あ
る
大
脳
縁
辺
系
と
表
層
の
部
分
の
大
脳
皮
質

と
の
二
重
構
造
に
よ
っ
て
二
つ
に
異
な
る
心
の

葛
藤
が
人
間
行
動
を
規
定
す
る
と
い
う
現
在
の

研
究
段
階
に
到
達
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
3
）

東
洋
で
は
、
例
え
ば
、
陰
陽
五
行
説
な
ど
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
神
は
「
心
臓
」
に
魂
は

「
肝
」
に
、
志
は
「
脾
」
に
精
は
「
腎
」
に
魂

は
「
肝
」
に
宿
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
脳
は
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
仏
教
で
は
「
心
」
を
ど
う
考
え
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
。
仏
陀
は
、
自
か
ら
は
既
に
輪
廻

か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
の
境
地
に
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
大
衆
に
対
し
て
は
、
大
衆
自
身
は

い
ま
だ
輪
廻
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ

と
を
前
提
と
し
て
教
説
し
て
い
る
。
し
か
し
素

朴
な
意
味
で
の
過
去
や
、
未
来
を
考
え
て
地
獄

極
楽
を
想
定
す
る
が
如
き
、
そ
し
て
因
果
応
報

に
よ
っ
て
他
の
「
生
」
に
生
ま
れ
る
と
い
っ
た

よ
う
な
転
生
説
は
仏
教
の
本
質
で
あ
る
の
か
。

或
時
代
の
社
会
条
件
を
背
景
と
し
て
生
れ
た
思

想
は
、
社
会
的
条
件
の
変
化
と
と
も
に
そ
の
基

盤
を
失
う
こ
と
は
当
然
あ
る
。
従
っ
て
仏
教
の

「
心
」
に
関
す
る
見
解
に
し
て
も
、
少
く
と
も

二
千
五
百
年
間
、
少
し
も
変
ら
な
い
と
は
言
え

な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
と
も
あ
れ
、
過
去
、

現
在
、
未
来
に
わ
た
っ
て
、
人
間
的
存
在
の
本

質
を
苦
悩
に
求
め
、
そ
の
根
拠
を
欲
望
に
見
出

し
、
そ
の
苦
脳
を
超
克
す
る
こ
と
を
教
え
た
宗

教
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
。
そ
し
て
苦
悩
超
克
の
道
と
し
て
八
正
道
を

規
定
し
て
い
る
が
、
正
し
い
見
解
、
正
し
い
決

意
、
正
し
い
言
葉
、
正
し
い
行
為
、
正
し
い
生

活
、
正
し
い
努
力
、
正
し
い
思
念
、
正
し
い
瞑

想
、
こ
の
八
つ
の
部
分
は
も
ち
ろ
ん
精
神
活
動

を
根
幹
と
す
る
生
活
活
動
で
あ
る
が
、
更
に
仏

教
は
こ
の
よ
う
な
人
間
的
存
在
を
構
成
す
る
物

質
的
、
精
神
的
要
素
を
五
種
に
分
類
し
、
色

（
物
質
的
要
素
）
受
（
外
界
か
ら
受
け
る
感

覚
）
想
（
外
界
の
も
の
に
対
す
る
心
理
的
な
知

覚
、
表
象
）
行
（
意
志
）
識
（
対
象
を
認
識
す

る
精
神
活
動
）
の
五
目
組
と
称
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
対
象
に
接
触
し
て
心
の
働
き

を
媒
介
す
る
機
能
を
眼
、
耳
、
鼻
、
舌
、
身
、

意
と
し
て
挙
げ
、
こ
れ
ら
か
ら
感
受
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
欲
望
と
執
着
を
生
じ
、
そ
こ
に
人
間

の
生
存
が
起
定
さ
れ
、
誕
生
と
そ
し
て
老
死
の

結
果
を
生
じ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ

れ
ら
五
蓮
説
や
十
二
縁
起
説
が
結
合
し
て
人
間

存
在
は
、
種
々
の
条
件
（
因
縁
）
に
よ
っ
て
成

立
し
浅
条
件
に
よ
っ
て
変
化
（
無
常
）
し
、
独

立
し
た
存
在
性
を
持
つ
こ
と
な
く
（
無
我
）
た

だ
そ
の
存
在
は
相
互
に
依
存
す
る
の
み
で
あ
る

と
す
る
。
ま
た
こ
う
し
た
思
想
は
、
如
来
蔵
縁

起
、
阿
頼
耶
識
縁
起
、
法
界
縁
起
、
六
大
縁
起

説
等
を
生
み
、
般
若
思
想
な
ど
と
も
相
互
に
か

ら
み
合
っ
て
若
干
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
見

解
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
根
本
的
に
は
人
間
存

在
は
苦
悩
で
あ
り
、
苦
悩
の
原
因
は
欲
望
で
あ

る
と
見
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
仏
教
に
お

け
る
精
神
を
含
め
て
の
「
心
の
座
」
は
六
器
官

を
媒
介
的
機
能
と
し
て
挙
げ
て
は
い
る
が
、
キ

リ
ス
ト
教
な
ど
が
許
容
す
る
霊
気
な
ど
と
い
う

得
体
の
知
れ
な
い
も
の
は
認
め
て
い
な
い
し
、

五
行
説
の
よ
う
に
身
体
諸
器
管
に
固
定
し
て
は

考
え
て
い
な
い
の
が
特
徴
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
仏
陀
が
説
朋
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
形
而
上

学
的
な
四
つ
の
問
題
、
一
、
字
宙
は
永
遠
か
否

か
、
二
、
宇
宙
は
有
限
か
無
限
か
、
三
、
霊
魂

と
肉
体
と
は
同
一
か
否
か
、
四
、
如
来
（
す
で

に
解
脱
し
た
も
の
）
は
死
後
存
続
す
る
か
否
か

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

色
々
な
解
釈
が
あ
っ
て
そ
の
真
意
を
知
る
由
も

な
い
。
　
（
続
）
　
　
（
全
仏
文
化
専
門
委
員
長
）

「
一
d
判
ー
ー
！
叫
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

7

　　　全通推奨安全焼香台（屋内用）
　　線香（ローソク）完全燃焼器（墓地用）
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秘
蔵
・
韓
国
々
宝
を
初
め
て
全
巻
刊
行
！

　
　
　
　
　
世
界
各
国
よ
り
・
度
々
出
版
を
試
み
許
可
さ
れ

　
　
　
　
　
な
か
っ
た
韓
国
海
印
寺
秘
蔵
の
高
麗
大
蔵
経

　
　
　
　
　
の
経
板
、
八
万
余
枚
の
影
印
製
本
を
可
能
と

　
　
　
　
　
し
た
仏
教
学
界
の
至
宝
で
す
。

寺
宝
に
／
学
究
の
座
右
に
／
寺
院
の
寄
贈
に
…
・

　
圏
七
百
余
年
を
経
た
古
典

　
■
超
宗
派
の
原
典

　
■
世
界
唯
一
の
経
板
に
よ
る

　
高
州
四
十
五
巻
・
完
壁
な
集
録

　
■
写
影
で
あ
る
か
ら
一
字
一
旬
誤
り
が
な
い

　　（造本・体裁）

縦　37cm　厚さ7cm
季黄　　27cm　　重さ　　7　kg

平均1，150ページ

（ご要望に応じ、カタログをご送付致します）

アジア文化事業株式会社
　東京都新宿区西新宿8－3－31／TEL（03）371－0ユ25～6
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